
令和４年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【桑原小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜第６学年：未来へはばたけ 桑原お仕事キッザニア＞ 

 

 

 

 

 

 

 ２日間で 18職種 22名を講師として招き、一人４つの職種について体験活動を行っ

た。事前学習として、体験する職業を理解するための調べ学習を行った。体験活動で

は、実際に職業に携わる方から、仕事をする様子を見せていただいたり、体験させて

いただいたりすることで、調べ学習で気付けなかった仕事の苦労や喜びに気付くこと

ができた。この体験活動が、それぞれの自分の将来の夢について、より深く考えるき

っかけとなった。 

 

＜第４学年：桑原のやさしさを見付けよう・広げよう＞ 

 

 

 

 

 

 

 障がいのある人や高齢者・介助者との交流を通して、相手の思いや考え方に触れさ

せ、自分の考えを深めさせたり、思いやりのある行動をしようとする態度を育てたり

することを目標として取り組んだ。福祉体験当日は、当事者の話を聞いたり、事前の

調べ学習から抱いた疑問を質問したり、車椅子やガイドヘルプ、高齢者疑似体験など

の直接体験をしたりすることで、様々な立場の人の思いや願いを知ることができた。

子どもたちは、介助の方法を知るだけでなく、講師の考え方や生き方に感動し、自分

にできることを考えたり、その後の発表会でみんなに意欲的に伝える姿につなげたり

した。 


